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ターネットで検索、閲覧できます）議会映像配信中

　
　県議会は、知事に対し、昨年10月に行っ
た離島医療の充実についての政策提言に続い
て、３月に入札制度の改革について申入れを
行いました。また、３月に発生した竜巻被害
について、被災翌日に現地調査を行い、早急
な被災者対策を要請しました。
　県議会は、二元代表制の下、住民の代表機
関として、監視機能を高めるとともに、積極
的に政策提言等を行います。

（「二元代表制」については、３頁参照）

議
長

　
金
子
万
寿
夫
（
自
民
）

　
　
　
　
大
島
郡
区
選
出

　
平
成
二
十
年
第
一
回
定
例
会

で
、
新
し
い
副
議
長
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

副
議
長

　
山
田　

国
治
（
自
民
）

　
　
　
霧
島
市
区
選
出

県議会 積極的に政策提言

竜巻被害の現地調査

入札制度の改革についての申入れ

かごしま観光立県基本条例（仮称）制定に向け検討開始
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各
所
管
事
項
に
つ
い
て
、
調
査
及
び
審
査
を
行
い
ま
す
。
議
員

は
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
常
任
委
員
に
な
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
◎
印
は
委
員
長
、○
印
は
副
委
員
長
。
次
頁
に
お
い
て
も
同
じ
。）

常
任
委
員
会

総
務
警
察
委
員
会
（
定
数
10
人
）

平
成
20
年
度

委
員
会
構
成
決
ま
る

　

平
成
二
十
年
第
一
回
定
例
会
に
お
い
て
、
新
た
な
委
員
会

構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
一
年
間
、
各
委
員
会
の
所
管
事
項
の
調
査
・
審

査
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
永
田
け
ん
た
ろ
う

（
自
民
、
鹿
児
島
市
・
鹿
児
島
郡
区
）

○
寺 

田
　
洋 

一

（
自
民
、
鹿
児
島
市
・
鹿
児
島
郡
区
）

　
長 

田
　
康 

秀

（
自
民
、
鹿
児
島
市
・
鹿
児
島
郡
区
）

　
堀
之
内 

芳 

平

（
自
民
、
垂
水
市
区
）

　
前 

原
　
　 

尉

（
自
民
、
日
置
市
区
）

所管事項

財
政
、県
税
、危
機
管
理
、警
察

等
に
関
す
る
こ
と
。

　
松 

里
　
保 

葊

（
自
民
、
西
之
表
市
区
）

　
成 

尾
　
信 

春

（
公
明
、
鹿
児
島
市
・
鹿
児
島
郡
区
）

　
山 

田
　
宏 

之

（
自
民
、
鹿
屋
市
区
）

　
川 

原
　
秀 

男

（
自
民
、
川
辺
郡
区
）

　
二
牟
礼 

正 

博

（
県
民
連
合
、
鹿
児
島
市
・
鹿
児
島
郡
区
）

所管事項

県
民
生
活
、
環
境
、
保
健
、

医
療
、
福
祉
に
関
す
る
こ
と
。

環
境
生
活
厚
生
委
員
会
（
定
数
11
人
）

◎
日 

高 

　
　
滋

（
自
民
、
熊
毛
郡
区
）

○
吉 

永
　
守 

夫

（
自
民
、
鹿
屋
市
区
）

　
松 

田
　
浩 

孝

（
公
明
、
鹿
児
島
市
・
鹿
児
島
郡
区
）

　
柳 

　
　
誠 

子

（
県
民
連
合
、
鹿
児
島
市
・
鹿
児
島
郡
区
）

　
禧 

久 

伸
一
郎

（
無
所
属
、
大
島
郡
区
）

所管事項

教
育
、
商
工
業
、
観
光
、
労

働
に
関
す
る
こ
と
。

企
画
建
設
委
員
会
（
定
数
11
人
）

◎
宇 
田
　
隆 

光

（
自
民
、
鹿
児
島
市
・
鹿
児
島
郡
区
）

○
与 

　
　
力 
雄

（
自
民
、
奄
美
市
区
）

　
中 

重
　
真 

一

（
無
所
属
、
霧
島
市
区
）

　
通 

畠
　
幸 

一

（
自
民
、
出
水
市
区
）

　
中 

山
　
信 

一

（
県
民
連
合
、
志
布
志
市
・
曽
於
郡
区
）

所管事項

県
の
重
要
計
画
、
道
路
、
河
川
、

港
湾
等
に
関
す
る
こ
と
。

農
林
水
産
委
員
会
（
定
数
11
人
）

◎
外 

薗
　
勝 

蔵

（
自
民
、
薩
摩
川
内
市
区
）

○
吉 

留
　
厚 

宏

（
自
民
、
い
ち
き
串
木
野
市
区
）

　
松 

元
　
一 

広

（
自
民
、
指
宿
市
・
揖
宿
郡
区
）

　
宮 

島
　
孝 

男

（
自
民
、
薩
摩
郡
区
）

　
ま
つ
ざ
き
真
琴

（
共
産
、
鹿
児
島
市
・
鹿
児
島
郡
区
）

所管事項

農
業
、
林
業
、
水
産
業
に
関

す
る
こ
と
。

　
岩 

﨑
　
昌 

弘

（
自
民
、
日
置
市
区
）

　
山 

口
　
　 

修

（
無
所
属
、
鹿
児
島
市
・
鹿
児
島
郡
区
）

　
く
し
げ 

勝 

美

（
県
民
連
合
、
鹿
屋
市
区
）

　
小 

幡
　
兼 

興

（
自
民
、
出
水
市
区
）

　
徳
留
の
り
と
し

（
自
民
、
曽
於
市
区
）

　
柴 

立
　
鉄 

彦

（
自
民
、
鹿
児
島
市
・
鹿
児
島
郡
区
）

　
小 

園
　
成 

美

（
自
民
、
指
宿
市
・
揖
宿
郡
区
）

　
鶴 

薗 

真
佐
彦

（
自
民
、
薩
摩
川
内
市
区
）

　
金 

子 

万
寿
夫

（
自
民
、
大
島
郡
区
）

　
上 

村
　
勝 

行

（
県
民
連
合
、
鹿
児
島
市
・
鹿
児
島
郡
区
）

　
上 

野
　
新 

作

（
自
民
、
枕
崎
市
区
）

　
田
之
上 
耕 

三

（
自
民
、
霧
島
市
区
）

　
川 

野
　
威 

朗

（
自
民
、
姶
良
郡
区
）

　
永 

井
　
章 

義

（
自
民
、
奄
美
市
区
）

　
大 

園
　
清 

信

（
自
民
、
鹿
児
島
市
・
鹿
児
島
郡
区
）

　
池 

畑
　
憲 

一

（
自
民
、
大
口
市
・
伊
佐
郡
区
）

　
中 

村
　
　 

眞

（
自
民
、
阿
久
根
市
・
出
水
郡
区
）

　
山 

田
　
国 

治

（
自
民
、
霧
島
市
区
）

文
教
商
工
観
光
労
働
委
員
会
（
定
数
11
人
）

◎
青 

木
　
　 

寛

（
県
民
連
合
、
鹿
児
島
市
・
鹿
児
島
郡
区
）

○
桑 

鶴
　
　 

勉

（
自
民
、
鹿
児
島
市
・
鹿
児
島
郡
区
）

　
田 

中
　
良 

二

（
自
民
、
薩
摩
川
内
市
区
）

　
酒 

匂
　
卓 

郎

（
自
民
、
姶
良
郡
区
）

　
持 

冨
　
八 

郎

（
公
明
、
鹿
児
島
市
・
鹿
児
島
郡
区
）

　
鶴 

田
　
志 

郎

（
自
民
、
肝
属
郡
区
）

　
桐 

原
　
琢 

磨

（
県
民
連
合
、
霧
島
市
区
）

　
武 

　
　
昭 

一

（
自
民
、
鹿
児
島
市
・
鹿
児
島
郡
区
）

　
本 

坊
　
輝 

雄

（
自
民
、
南
さ
つ
ま
市
区
）

　
吉 

野 

正
二
郎

（
自
民
、
鹿
児
島
市
・
鹿
児
島
郡
区
）

　
尾 

辻
　
　 

義

（
自
民
、
鹿
児
島
市
・
鹿
児
島
郡
区
）
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議
会
の
運
営
や
会
議
規
則
、
委
員
会
に
関
す
る

条
例
等
の
ほ
か
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て
、
調
査
及
び
審
査
を
行
い
ま
す
。

◎
前
原
　
　
尉

○
く
し
げ
勝
美

川
野
　
威
朗

寺
田
　
洋
一

岩
﨑
　
昌
弘

堀
之
内
芳
平

大
園
　
清
信

武
　
　
昭
一

成
尾
　
信
春

池
畑
　
憲
一

徳
留
の
り
と
し

本
坊
　
輝
雄

田
之
上
耕
三

二
牟
礼
正
博

（
定
数
14
人
）

議
会
運
営
委
員
会

　

行
財
政
構
造
改
革
へ
の
取
組
に
関
す
る
調
査
及

び
県
の
組
織
機
構
改
革
に
関
す
る
調
査
を
行
い
ま

す
。◎

徳
留
の
り
と
し

○
持
冨
　
八
郎

中
重
　
真
一

柳
　
　
誠
子

通
畠
　
幸
一

酒
匂
　
卓
郎

吉
留
　
厚
宏

日
高
　
　
滋

武
　
　
昭
一

松
里
　
保
葊

く
し
げ
勝
美

柴
立
　
鉄
彦

川
原
　
秀
男

（
定
数
13
人
）

行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

※
特
別
委
員
会
は
、
特
定
の
付
議
事
件
の
審
査
等

の
た
め
に
設
け
ら
れ
る
も
の
で
、
平
成
二
十
年
五

月
現
在
、
右
の
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
第
三
回
定
例
会
に
お
い
て
決
算
認
定
議

案
の
審
査
の
た
め
の
決
算
特
別
委
員
会
が
、
第
四

回
定
例
会
に
お
い
て
翌
年
度
の
当
初
予
算
議
案
の

審
査
等
の
た
め
の
予
算
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ

る
こ
と
が
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議会テレビ番組の紹介
（平成20年度） 　昨年６月設置した全会派で構成する政策立案推進検討委員会

の検討結果を踏まえ、知事に対し、昨年10月に離島医療の充

実について政策提言を行いました。その結果、産科医療機関が

ない離島の妊婦の出産に係る助成制度の創設、医師修学資金貸

与制度の拡充、地域における医療を確保するための基金の造成

などが当初予算に反映されました。

　また、３月には入札制度の改革について、公共工事に関し「県

内建設業者の受注機会の確保」、「適正な工事等の確保」及び「公

平性、透明性の確保」を図るための取組を求めるとともに、測

量・建設コンサルタント業務、物品調達、業務委託などに関し

ても同様の検討をするように申入れを行いました。

　今年度も、引き続きいろいろな政策課題について検討を行う

ほか、政策立案推進検討委員会から提言のあったかごしま観光

立県基本条例(仮称)について、新たに設置した観光立県条例案

作成委員会において検討を進め、その制定に取り組みます。

「定例会を終わって」

　各定例会ごとに、本
会議で論議した事項に
ついて、会派の代表が
話をします。

放送予定

　 ７ 月、10月、12月、 
３月頃
放送局　MBC

「委員会構成決まる」

　各常任委員長等のイ
ンタビューを交えなが
ら、各委員会の新たな
構成を紹介します。 （イ
ンターネット配信予定）
放送予定　

　５月27日（火）
 午後２時30分～３時
放送局　KTS

「常任委員会この１年」

　常任委員会の１年間
における論議事項や行
政視察の状況等につい
て、各委員長が紹介し
ます。
放送予定　
　12月頃
放送局　KKB

「議長対談」

　その年に議会や県政
で注目を集めた事項な
どについて、議長が話
をします。

放送予定　
　12月頃
放送局　KTS

「県議会探訪記」

　小・中学生がレポー
ターとなって、議会の
制度や役割、議員活動
等を紹介します。

（インターネット配信
予定）
放送予定

　７月頃
放送局　KYT

「県議会レポート」

　行政視察や議員連盟
活動、議会改革への取
組など議会や議員の活
動状況を紹介します。

放送予定　
　９月、２月頃
放送局　KYT

※�放送日時が決定したときは、テレビ番組や議会ホー
ムページの中でお知らせします。

名　　　　　称 議員数 連　　絡　　先

自由民主党鹿児島県議会議員団
県民連合
公明党鹿児島県議団
日本共産党県議団
無所属

40人
７人
３人
１人
３人

099-286-2111(内線5071)
　同　　上　(内線5089)
　同　　上　(内線5095)
　同　　上　(内線5099)
　同　　上　(内線5113)

議会内会派等

※連絡先は、定例会の開会中における各会派等控室の電話番号

議会が行った政策提言等

　地方自治体では、執行機関である首長と議会議員の双方を住民が直

接選挙で選ぶという制度をとっており、これを「二元代表制」といい

ます。議会と首長は、ともに住民の代表機関として、緊張関係を保ち

つつ協力して自治体運営に当たる責任を有しており、議会には監視機

能や政策立案機能を充実・強化することが求められています。

「二元代表制」
用語あれこれ

※�民主・社民・無所属連合は、３月27日付けで会派名を県民連合に変更
しました。
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事務局の組織と問い合わせ先
　県議会についてのお問い合わせは、県議会事務局の各課・室へお寄せください。

■ 議会の庶務、経理
■ 議員報酬、費用弁償
■ 庁舎見学、案内
■ 資産公開
■ 議会施設の管理

TEL:099‒286‒5013
FAX:099‒286‒5655

■ 正副議長の秘書事務
■ 議員表彰
■ 礼遇議員

TEL:099‒286‒5017
FAX:099‒286‒5656

■ 本会議
■ 議会運営委員会
■ 常任、特別委員会
■ 会議録
■ 請願、陳情
■ 議会傍聴
TEL:099‒286‒5033
FAX:099‒286‒5659

■ 県政に係る調査
■ 資料・情報の収集
■ 政策立案の支援
■ 議会広報、情報公開
■ 県議会史の編さん
■ 議会図書室
TEL:099‒286‒5043
FAX:099‒286‒5659

政務調査課議  事  課秘  書  室総  務  課

こ
の
印
刷
物
は
、
環
境
に
優
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使

用
し
て
い
ま
す
。

http://www.pref.kagoshima.jp/gikai/
携帯電話用ホームページアドレス
http://mobile.pref.kagoshima.jp/

　
平
成
二
十
年
第
一
回
定
例
会
は
、

二
月
二
十
一
日
か
ら
三
月
二
十
七
日

ま
で
の
三
十
六
日
間
に
わ
た
っ
て
開

か
れ
、平
成
二
十
年
度
当
初
予
算
案
、

平
成
十
九
年
度
補
正
予
算
案
、
県
職

員
の
給
与
条
例
改
正
議
案
、
県
地
域

医
療
対
策
基
金
条
例
制
定
議
案
、
副

知
事
の
選
任
同
意
議
案
な
ど
六
十
八

件
の
議
案
等
が
可
決
、
承
認
又
は
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
「
地
域
医
療
連
携
に
お
け
る

オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
の
設
置
を
求
め

る
請
願
書
」
な
ど
三
件
の
請
願
・
陳

情
が
採
択
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
軍
人
に
よ
る
少
女
暴

行
事
件
に
関
す
る
意
見
書
」
な
ど
二

件
の
意
見
書
と
一
件
の
決
議
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
本
会
議
で
は
、
自
民
党
県
議
団
の
池

畑
憲
一
議
員
、本
坊
輝
雄
議
員
、民
主・

社
民
・
無
所
属
連
合
の
青
木
寛
議
員

と
公
明
党
県
議
団
の
成
尾
信
春
議
員

が
代
表
質
問
を
、
各
会
派
等
の
十
五
名

が
一
般
質
問
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成

二
十
年
度
当
初
予
算
案
、
知
事
の
政
治

姿
勢
、
行
財
政
改
革
、
か
ご
し
ま
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）、
食
の
安
心
・
安
全

対
策
な
ど
当
面
す
る
県
政
の
重
要
課

題
に
つ
い
て
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
会
議
最
終
日
に
は
、
道

路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率
が
廃
止
さ

れ
た
場
合
の
本
県
へ
の
影
響
と
対
応

等
に
つ
い
て
、
議
会
運
営
委
員
長
の

日
高
滋
議
員
が
各
会
派
等
を
代
表
し

当初予算案(一般会計7,722億円など)を可決
かごしま将来ビジョン(案)、

食の安心・安全対策など論議
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て
緊
急
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
意
見
書

　
・ 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
人
に
よ
る
少

女
暴
行
事
件
に
関
す
る
意
見
書

　
・ 

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
基
本
法
（
仮

称
）
制
定
を
求
め
る
意
見
書

可
決
さ
れ
た
決
議

　
・ 

二
〇
一
六
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
並
び
に
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
の
東
京
招
致
を
支

援
す
る
決
議

委
員
会
の
審
査
状
況
等

　
各
常
任
委
員
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
付

託
議
案
の
す
べ
て
を
可
決
又
は
承
認
す

べ
き
も
の
と
決
定
す
る
と
と
も
に
、
請

願
・
陳
情
に
つ
い
て
も
採
択
・
不
採
択
・

継
続
の
取
扱
い
を
決
定
し
、
併
せ
て
、

意
見
書
の
発
議
（
一
件
）
及
び
決
議
の

発
議
（
一
件
）
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、県
税
収
入
の
確
保
策
、

農
業
に
お
け
る
主
な
研
究
課
題
と
成

果
の
普
及
、
奄
美
群
島
振
興
開
発
総

合
調
査
、
企
業
立
地
の
推
進
、
医
師

確
保
対
策
な
ど
に
つ
い
て
種
々
論
議

を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
年
度
当
初
予
算
案
十
二

件
の
付
託
を
受
け
た
予
算
特
別
委
員

会
は
、
一
問
一
答
方
式
に
よ
る
審
査

を
行
い
、
付
託
議
案
の
す
べ
て
を
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

は
、
県
政
刷
新
大
綱
を
踏
ま
え
た
平

成
二
十
年
度
の
取
組
に
つ
い
て
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

議
会
傍
聴
・
庁
舎
見
学

請
願
・
陳
情
の
提
出

　
県
政
に
つ
い
て
意
見
や
要
望
の
あ
る

方
は
、
ど
な
た
で
も
県
議
会
に
請
願･

陳
情
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

　
請
願
書
の
提
出
に
は
議
員
の
紹
介
が

必
要（
陳
情
書
の
提
出
に
は
不
要
）で
す
。

　
提
出
期
限
は
、
議
会
開
会
日
の
二
日

前
で
す
。

　
県
議
会
の
本
会
議
は
、
誰
で
も
傍
聴

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
小
学
生
の
児
童

及
び
乳
幼
児
に
つ
い
て
は
議
長
の
許
可

が
必
要
で
す
。

　
傍
聴
席
に
は
、
補
聴
設
備
及
び
車
椅

子
用
の
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
に
つ
い

て
も
委
員
長
の
許
可
を
得
て
傍
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
議
会
庁
舎
を
見
学
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は

気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

姶良町立帖佐中学校の皆さん

●会期日程、請願・陳情の手続き、
議員紹介､ 会議録検索､ 広報テレ
ビ番組の放送日時等を掲載してい
ます。

●本議会の模様を配信しています。
●ホームページに対する御質問・御
意見をお寄せください。

県議会のホームページ

ホームページアドレス


